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(57)【要約】
【課題】様々な薬品に対して優れた耐薬品性を有する内
視鏡用光学部品を提供すること。
【解決手段】本発明の内視鏡用光学部品は、ガラスを構
成材料とする。このガラスは、次のような性質①～③を
満足する。性質①：このガラスの屈折率ｎｄは、１．５
４～１．６４である。性質②：このガラスのアッベ数ν
ｄは、３５～４５である。性質③：このガラスの屈伏点
は、５００℃以下である。また、このガラスのヌープ硬
さＨｋは、３８０～４８０であることが好ましい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ガラスを構成材料とする内視鏡用の光学
部品であって、
前記ガラスの屈折率ｎｄは、１．５４～１．６４であ
り、
前記ガラスのアッベ数νｄは、３５～４５であり、
前記ガラスの屈伏点は、５００℃以下であることを特徴
とする内視鏡用光学部品。
【請求項２】  前記ガラスのヌープ硬さＨｋは、３８０
～４８０である請求項１に記載の内視鏡用光学部品。
【請求項３】  前記ガラスは、ＩＳＯ－８４２４に規定
する耐酸性試験を行った場合、クラスが２．０以下とな
る性質を有する請求項１または２に記載の内視鏡用光学
部品。
【請求項４】  前記ガラスは、ＩＳＯ－９６８９に規定
する耐洗剤試験を行った場合、クラスが２．０以下とな
る性質を有する請求項１ないし３のいずれかに記載の内
視鏡用光学部品。
【請求項５】  ガラスモールド法により製造されたもの
である請求項１ないし４のいずれかに記載の内視鏡用光
学部品。
【請求項６】  ガラスと接触する面がニッケルで構成さ
れた金型を用いて製造されたものである請求項５に記載
の内視鏡用光学部品。
【請求項７】  レンズまたはカバーガラスである請求項
１ないし６のいずれかに記載の内視鏡用光学部品。
【請求項８】  少なくとも一部分が内視鏡の表面に露出
するように、内視鏡に取り付けられる請求項１ないし７
のいずれかに記載の内視鏡用光学部品。
【請求項９】  請求項１ないし８のいずれかに記載の内
視鏡用光学部品を備えたことを特徴とする内視鏡レンズ
系。
【請求項１０】  少なくとも一部分が内視鏡の表面に露
出する光学部品を、請求項１ないし８のいずれかに記載
の内視鏡用光学部品で構成したことを特徴とする内視鏡
レンズ系。
【請求項１１】  複数の光学部品で構成された内視鏡レ
ンズ系であって、
少なくともレンズ系の最先端側に位置する光学部品を、
請求項１ないし８のいずれかに記載の内視鏡用光学部品
で構成したことを特徴とする内視鏡レンズ系。
【請求項１２】  対物レンズ系、または照明光を照射す
る投射レンズ系である請求項９ないし１１のいずれかに
記載の内視鏡レンズ系。
【請求項１３】  請求項１ないし８のいずれかに記載の
内視鏡用光学部品を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項１４】  前記内視鏡用光学部品の少なくとも一
部分が、内視鏡の表面に露出している請求項１３に記載
の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡に用いられ
る光学部品、内視鏡に取り付けられるレンズ系、および
内視鏡に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡は、使用する都度、洗浄および消
毒・滅菌を行う必要がある。内視鏡は、通常複数の光学
部品を有しているが、その中には、洗浄、消毒の毎に、
頻繁に洗浄剤、消毒薬、滅菌ガス等の各種薬品に、さら
されるものがある。
【０００３】近年、内視鏡に対して施される消毒、滅
菌、洗浄の方法が、多様になってきた。これに対応し
て、内視鏡がさらされる消毒薬、洗浄剤の種類も増大し
てきている。
【０００４】ところが、従来の内視鏡用の光学部品は、
このような新しい消毒薬、洗浄剤に十分対応できている
とは言い難い。このため、医療現場で新しい消毒薬や洗
浄剤を採用した場合、内視鏡を洗浄、消毒した際に、光
学部品の表面が曇ったり、変色したりする可能性があ
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明の目的は、様々
な薬品に対して優れた耐薬品性を有する内視鏡用光学部
品、内視鏡レンズ系、および内視鏡を提供することにあ
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】このような目的は、下記
の本発明により達成される。
【０００７】（１）  ガラスを構成材料とする内視鏡用
の光学部品であって、前記ガラスの屈折率ｎｄは、１．
５４～１．６４であり、前記ガラスのアッベ数νｄは、
３５～４５であり、前記ガラスの屈伏点は、５００℃以
下であることを特徴とする内視鏡用光学部品。この内視
鏡用光学部品は、様々な薬品に対して優れた耐薬品性を
有する。
【０００８】（２）  前記ガラスのヌープ硬さＨｋは、
３８０～４８０である上記（１）に記載の内視鏡用光学
部品。これにより、内視鏡用光学部品の耐薬品性が、さ
らに高いものとなる。
【０００９】（３）  前記ガラスは、ＩＳＯ－８４２４
に規定する耐酸性試験を行った場合、クラスが２．０以
下となる性質を有する上記（１）または（２）に記載の
内視鏡用光学部品。このようなガラスで構成された内視
鏡用光学部品は、度重なる殺菌処理にさらされても、曇
り、変色等を、生じにくい。
【００１０】（４）  前記ガラスは、ＩＳＯ－９６８９
に規定する耐洗剤試験を行った場合、クラスが２．０以
下となる性質を有する上記（１）ないし（３）のいずれ
かに記載の内視鏡用光学部品。このようなガラスで構成
された内視鏡用光学部品は、度重なる洗浄処理にさらさ
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3
れても、曇り、変色等を、生じにくい。
【００１１】（５）  ガラスモールド法により製造され
たものである上記（１）ないし（４）のいずれかに記載
の内視鏡用光学部品。本発明者は、前述したような性質
を有するガラスを光学部品に加工する最適な方法は、ガ
ラスモールド法であることを突き止めた。換言すれば、
ガラスモールド法を用いると、本発明の内視鏡用光学部
品を、製造し易くなる。
【００１２】（６）  ガラスと接触する面がニッケルで
構成された金型を用いて製造されたものである上記
（５）に記載の内視鏡用光学部品。このような金型を用
いると、本発明の内視鏡用光学部品を、さらに好適に製
造できるようになる。
【００１３】（７）  レンズまたはカバーガラスである
上記（１）ないし（６）のいずれかに記載の内視鏡用光
学部品。内視鏡の被写体表示能を長期にわたってより低
下しにくくするには、このような部品に耐薬品性を付与
すると良い。
【００１４】（８）  少なくとも一部分が内視鏡の表面
に露出するように、内視鏡に取り付けられる上記（１）
ないし（７）のいずれかに記載の内視鏡用光学部品。こ
のような部位に本発明の内視鏡用光学部品を取り付ける
と、内視鏡の被写体表示能が、長期にわたって極めて低
下しにくくなる。
【００１５】（９）  上記（１）ないし（８）のいずれ
かに記載の内視鏡用光学部品を備えたことを特徴とする
内視鏡レンズ系。このようなレンズ系を備えた内視鏡で
は、洗浄、消毒・殺菌等の処理により、被写体表示能
が、低下しにくい。
【００１６】（１０）  少なくとも一部分が内視鏡の表
面に露出する光学部品を、上記（１）ないし（８）のい
ずれかに記載の内視鏡用光学部品で構成したことを特徴
とする内視鏡レンズ系。
【００１７】（１１）  複数の光学部品で構成された内
視鏡レンズ系であって、少なくともレンズ系の最先端側
に位置する光学部品を、上記（１）ないし（８）のいず
れかに記載の内視鏡用光学部品で構成したことを特徴と
する内視鏡レンズ系。このようなレンズ系を内視鏡に用
いると、内視鏡の被写体表示能が、長期にわたって低下
しにくくなる。
【００１８】（１２）  対物レンズ系、または照明光を
照射する投射レンズ系である上記（９）ないし（１１）
のいずれかに記載の内視鏡レンズ系。本発明をこのよう
なレンズ系に適用すると、内視鏡の耐久性向上効果を、
特に大きく期待できる。
【００１９】（１３）  上記（１）ないし（８）のいず
れかに記載の内視鏡用光学部品を有することを特徴とす
る内視鏡。これにより、長期にわたって画質等が劣化し
にくい内視鏡を得ることができる。
【００２０】（１４）  前記内視鏡用光学部品の少なく
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とも一部分が、内視鏡の表面に露出している上記（１
３）に記載の内視鏡。これにより、前述した効果が、さ
らに向上する。
【００２１】
【発明の実施の形態】以下、本発明を添付図面に示す好
適実施形態に基づいて詳細に説明する。
【００２２】図１は、本発明の内視鏡用光学部品を適用
した電子内視鏡（電子スコープ）を示す全体図である。
以下、図１中、上側を「基端」、下側を「先端」として
説明する。図２は、図１に示す電子内視鏡の先端部を示
す縦断面図である。なお、図２では、左側が先端方向、
右側が基端方向となっている。
【００２３】図１に示すように、電子内視鏡１０は、可
撓性（柔軟性）を有する長尺物の挿入部可撓管１と、挿
入部可撓管１の先端部に設けられた湾曲管５と、挿入部
可撓管１の基端部に設けられ、術者が把持して電子内視
鏡１０全体を操作する操作部６と、操作部６に接続され
た接続部可撓管７と、接続部可撓管７の先端側に設けら
れた光源差込部８とで構成されている。
【００２４】挿入部可撓管１は、生体の管腔内に挿入し
て使用される。図２に示すように、この挿入部可撓管１
は、被写体に照明光を照射する照明手段４と、被写体の
画像を撮影する撮像手段３とを有している。
【００２５】照明手段４は、挿入部可撓管１（および接
続部可撓管７）の長手方向に沿って配設された光ファイ
バー束（ライトガイド）４４、４５と、光ファイバー束
４４の先端部に配置された投射レンズ系４１と、光ファ
イバー束４５の先端部に配置された投射レンズ系４２と
を備えている。投射レンズ系４１は、光ファイバー束４
４の先端部に取り付けられた平凹レンズ４６で構成され
ている。また、投射レンズ系４２は、光ファイバー束４
５の先端部に取り付けられた平凹レンズ４７で構成され
ている。
【００２６】撮像手段３は、湾曲管５の先端部５１に設
置された対物レンズ系３２と、かかる対物レンズ系３２
の基端側に設置された光学フィルタ３７と、この光学フ
ィルタ３７の基端側に隣接して設けられた撮像素子（Ｃ
ＣＤイメージセンサー）３１と、この撮像素子３１に接
続され、挿入部可撓管１（および接続部可撓管７）の長
手方向に沿って配設された信号線３１１とを備えてい
る。対物レンズ系３２は、挿入部可撓管５の先端に設置
された平凹レンズ３３と、この平凹レンズ３３の基端側
に離間して設けられた平凸レンズ３４と、この平凸レン
ズ３４の基端側に間隔リング３８を介して設けられた平
凹レンズ３５と、この平凹レンズ３５の基端側に接合さ
れた両凸レンズ３６とで構成されている。
【００２７】このような先端部５１では、平凹レンズ４
６、４７、および平凹レンズ３３の先端面は、電子内視
鏡１０の先端面に露出している。後述するように、本実
施形態の電子内視鏡１０は、これら内視鏡表面に露出し
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ている光学部品に、大きな特徴を有する。
【００２８】このような挿入部可撓管１の基端部には、
操作部６が設けられている。この操作部６には、その側
面に操作ノブ６１、６２が設置されている。この操作ノ
ブ６１、６２を操作すると、挿入部可撓管１内に配設さ
れたワイヤー（図示せず）が牽引されて、湾曲管５が４
方向に湾曲し、その方向を変えることができる。
【００２９】この操作部６には、接続部可撓管７が接続
されている。この接続部可撓管７内を通り、光ファイバ
ー束４４、４５および信号線３１１は、光源差込部８に
接続されている。この光源差込部８は、内部に、画像信
号を処理する信号処理回路８３を有している。また、光
源差込部８は、その先端部に、光源用コネクタ８１と、
画像信号用コネクタ８２とを有している。光ファイバー
束４４、４５は、光源用コネクタ８１に接続されてい
る。また、信号線３１１は、信号処理回路８３に接続さ
れている。この信号処理回路８３は、画像信号用コネク
タ８２に接続されている。この画像信号用コネクタ８２
には、図示しない光源プロセッサ装置が接続される。さ
らには、この光源プロセッサ装置には、図示しないモニ
タ装置が接続される。また、光源用コネクタ８１には、
図示しない光源プロセッサ装置が接続される。
【００３０】この光源プロセッサ装置を作動させると、
光源プロセッサ装置から発せられた光（照明光）が、光
源用コネクタ８１を介して、光ファイバー束４４、４５
内に入射する。この光は、光ファイバー束４４、４５内
を通り、光ファイバー束４４、４５の先端から出射す
る。この出射光は、平凹レンズ４６、４７を通って、観
察部位（被写体）に照射される。このとき、出射光は、
平凹レンズ４６、４７を通ることにより、拡散、均一化
される。その結果、電子内視鏡１０は、観察部位を、広
範囲にわたってムラなく照明することができる。
【００３１】照射された照明光は、観察部位で反射し、
被写体像を形成する反射光となる。この反射光の一部
は、平凹レンズ３３内に入射する。そして、平凹レンズ
３３、平凸レンズ３４、平凹レンズ３５および両凸レン
ズ３６により、この反射光は、撮像素子３１の受光面上
に結像するように導かれる。この際、光学フィルタ３７
により、撮像素子３１に入射する前に、反射光から高周
波成分が除去される。
【００３２】撮像素子３１は、その受光面に導かれた反
射光を、受光する。その結果、被写体像が撮像される。
そして、撮像素子３１からは、撮像された被写体像に対
応した画像信号（ＣＣＤ信号）が出力される。この画像
信号は、信号線３１１を介して、光源差込部８に伝送さ
れる。
【００３３】この画像信号は、光源差込部８にて、信号
処理回路８３に入力される。そして、信号処理回路８３
により、画像信号に、所定の信号処理が施される。この
処理が施された画像信号は、この画像信号用コネクタ８
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２を介して、光源プロセッサ装置に出力される。この出
力された画像信号は、光源プロセッサ装置により、所定
のテレビジョン信号に変換される。したがって、モニタ
装置を光源プロセッサ装置に接続すると、テレビジョン
信号が、モニタ装置に入力される。その結果、モニタ装
置では、撮像素子で撮像された被写体の画像（電子画
像）、すなわち動画の内視鏡モニタ画像が、表示され
る。
【００３４】このようにして使用された後、電子内視鏡
１０は、洗浄、消毒・滅菌に付されることとなる。この
とき、電子内視鏡１０の表面は、洗浄剤、消毒液・滅菌
ガス等にさらされる。
【００３５】前述したように、本実施形態の電子内視鏡
１０では、光学系の最先端側に位置する光学部品は、そ
の一部が、電子内視鏡１０の表面に露出している。すな
わち、本実施形態の電子内視鏡１０では、平凹レンズ４
６、４７、および平凹レンズ３３の一部分は、電子内視
鏡１０の表面に露出している。このため、電子内視鏡１
０に対して洗浄、消毒・滅菌等が施されると、これら平
凹レンズ４６、４７、および平凹レンズ３３は、洗浄
剤、消毒液・滅菌ガス等の各種薬品にさらされることと
なる。近年、このような洗浄、消毒に用いられる薬品の
種類が増えてきた。このため、平凹レンズ４６、４７、
および平凹レンズ３３は、様々な種類の薬品に対して、
高い耐薬品性を有していることが望まれる。そこで、本
発明者は、内視鏡用光学部品に高い耐薬品性を付与すべ
く研究を重ねた。そして、本発明者は、内視鏡用光学部
品を構成する材料に下記のような性質を満足するものを
用いると、その光学部品は、様々な種類の薬品に対し
て、高い耐薬品性を備えることを発見した。
【００３６】前提：光学部品の構成材料は、ガラスであ
る。
性質①：このガラスの屈折率ｎｄは、１．５４～１．６
４である。
性質②：このガラスのアッベ数νｄは、３５～４５であ
る。
性質③：このガラスの屈伏点は、５００℃以下である。
【００３７】このような性質を有する材料で構成された
内視鏡用光学部品は、様々な種類の薬品に対して、高い
耐薬品性を有している。今のところ、ガラスがこのよう
な性質を有していると、何故優れた耐薬品性が得られる
のかは突き止められていない。あくまでも推測であり確
証はないが、このような性質を有するガラスは、製造・
加工時、剛性、軟化時の粘度、表面状態が適度なものと
なり、成形、研磨等で歪み、潜傷等が生じにくく、表面
が劣化しにくいからかもしれない。この点については未
だ不明である。ただ、後述する実施例で開示したデータ
からも分かるように、ガラスが性質①～③を満足する内
視鏡用光学部品は、様々な種類の薬品に対して、高い耐
薬品性を有するということは、結論として言える。
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7
【００３８】したがって、このような内視鏡用光学部品
を内視鏡に用いると、内視鏡の耐薬品性が、向上する。
この場合、少なくとも一部分が内視鏡の表面に露出する
部品には、本発明の内視鏡用光学部品を用いることが好
ましい。具体的には、本実施形態の電子内視鏡１０で
は、平凹レンズ４６、４７、および平凹レンズ３３は、
少なくとも、本発明の内視鏡用光学部品で構成されてい
ることが好ましい。これらの光学部品は、洗浄、消毒・
滅菌等の毎に、様々な薬品にさらされることとなる。換
言すれば、かかる部位に位置する光学部品は、劣化の脅
威にさらされやすい。そこで、かかる部位に位置する光
学部品に本発明の内視鏡用光学部品を用いると、内視鏡
に対して繰り返し洗浄、消毒・滅菌等の処理を施して
も、これらの光学部品に曇り、変色等が生じることが、
好適に防止されるようになる。したがって、洗浄、消毒
・滅菌等の処理を内視鏡に対して繰り返し施しても、電
子内視鏡１０では、被写体の画像が不明確になることが
防止される。このように、本発明の内視鏡用光学部品を
平凹レンズ４６、４７、および平凹レンズ３３に用いれ
ば、電子内視鏡１０は、長期にわたり鮮明な画像を表示
し続けることができるようになる。
【００３９】このような内視鏡用光学部品では、ガラス
の屈折率ｎｄは、１．５５～１．６３の範囲内であるこ
とが好ましく、１．５６～１．６２の範囲内であること
がより好ましい。これにより、前述した効果をより効果
的に得られるようになる。同様の観点から、ガラスのア
ッベ数νｄは、３６～４４の範囲内であることが好まし
く、３７～４３の範囲内であることがより好ましい。さ
らには同様の観点から、ガラスの屈伏点は、４９０℃以
下であることが好ましく、４８５℃以下であることがよ
り好ましい。これにより、前述した効果がさらに効果的
に得られるようになる。なお、屈伏点の好ましい範囲の
下限値は、特に限定されないが、例えば、３５０℃以
上、さらには４００℃以上に設定することができる。
【００４０】以上述べたガラスの屈折率ｎｄ、アッベ数
νｄ、屈伏点は、例えば、ガラス中の重金属イオン、特
に鉛イオンの含有量を調整することにより、調整するこ
とができる。
【００４１】このようなガラスは、さらに下記に述べる
ような性質を満足することが好ましい。
【００４２】ガラスのヌープ硬さＨｋは、３８０～４８
０程度であることが好ましく、３９０～４６０程度であ
ることがより好ましく、４００～４５０程度であること
がさらに好ましい。本発明者は、前述した性質①～③を
満たすガラスでは、ヌープ硬さＨｋをこのような範囲内
に設定すると、得られる光学部品の耐薬品性がさらに向
上することを発見した。換言すれば、ガラスが性質①～
③を満たし、かつヌープ硬さＨｋがこのような値を満足
すると、光学部品の耐薬品性がさらに高くなる。また、
光学部品をガラスモールド法により製造する場合（後述
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参照）、ガラスのヌープ硬さＨｋがこのような値を満足
するものであると、成形がより容易となる。しかも、光
学部品の表面を劣化させないように研磨することも容易
となる。
【００４３】また、ガラスは、ＩＳＯ－８４２４に規定
する耐酸性試験を行った場合、クラスが２．０以下とな
る性質を有するものであることが好ましい。このような
ガラスで構成された内視鏡用光学部品は、度重なる殺菌
処理にさらされても、曇り、変色等を、生じにくい。
【００４４】さらには、ガラスは、ＩＳＯ－９６８９に
規定する耐洗剤試験を行った場合、クラスが２．０以下
となる性質を有するものであることが好ましい。このよ
うなガラスで構成された内視鏡用光学部品は、度重なる
洗浄処理にさらされても、曇り、変色等を、生じにく
い。
【００４５】平凹レンズ３３のように光学部品がレンズ
の場合、レンズの直径は、特に限定されないが、５mm以
下であることが好ましく、３mm以下であることがより好
ましい。このような微小なレンズは、その大きさから、
レンズを成形する際、研磨する際などに単位面積あたり
での加わる力が大きい。このため、このようなレンズ
は、一般に、表面に潜傷（肉眼では見えない極めて微小
な傷）等が生じやすく、その結果、耐薬品性が劣るよう
になりやすい。本発明の優れているところは、このよう
なレンズでも、高い耐薬品性を確保できることである。
このような点を通じて、本発明は、内視鏡の細径化に寄
与することができる。
【００４６】なお、以上述べたレンズの直径の好ましい
範囲の下限値は、特に限定されないが、例えば、０．５
mm程度に設定できる。
【００４７】このようなレンズは、ガラスモールド法に
より製造されたものであることが好ましい。本発明者
は、様々な検査・測定の結果から、前述した性質①～③
を有するガラスの最適な成形方法は、ガラスモールド法
であることを突き止めた。前述した性質①～③を有する
ガラスは、ガラスモールド法で成形しやすい。
【００４８】このとき、金型には、ガラスと接触する面
がニッケルで構成されたものを用いると良い。本発明者
は、前述した性質①～③を有するガラスは、ニッケルと
相性が良いことを発見した。したがって、ガラスと接触
する面がニッケルで構成された金型を用いて前述した性
質①～③を有するガラスを成形すると、潜傷の発生、表
面性状の劣化等を抑制しつつ、好適に内視鏡用光学部品
を製造できる。このような金型としては、ニッケルを材
料として構成された金型、ガラスと接触する面にニッケ
ルメッキが施された金型などが挙げられる。後者の場
合、金型の基材には、超硬合金やステンレス等の鉄系金
属を用いることが好ましい。
【００４９】なお、ガラスモールド法を行う場合の成形
温度は、特に限定されないが、３００～６００℃程度と
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することが好ましく、４２０～５００℃程度とすること
がより好ましい。前述した性質①～③を有するガラス
は、成形温度をこのような温度範囲内に設定すると、好
適に成形することができる。成形圧力は、特に限定され
ないが、１～５０kgf／mm2程度が好ましく、１～２０kg
f／mm2程度がより好ましい。
【００５０】なお、レンズをガラスモールド法以外の方
法で製造してもよいことは、言うまでもない。
【００５１】なお、平凹レンズ３３の基端側に位置する
光学部品、具体的には平凸レンズ３４、平凹レンズ３５
および両凸レンズ３６では、全ての光学部品を本発明の
内視鏡用光学部品で構成してもよいし、少なくとも一部
の光学部品を本発明の内視鏡用光学部品で構成しなくて
もよい。すなわち、電子内視鏡１０では、内視鏡の内部
に埋設されるガラス製光学部品の全てに、前述した性質
①～③を満たすようなガラスよりなる光学部品を用いて
もよいし、少なくとも一部の光学部品を、前述した性質
①～③を満たさないようなガラスよりなる光学部品で構
成してもよい。
【００５２】以上述べた実施形態では、光学部品として*
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*レンズを挙げたが、本発明は、レンズ以外の光学部品、
例えば、カバーガラスなどにも適用することができる。
【００５３】以上述べた実施形態では、内視鏡が備える
レンズ系（すなわち内視鏡レンズ系）として対物レンズ
系および投射レンズ系を挙げたが、本発明は、対物レン
ズ系、投射レンズ系以外のレンズ系、例えば、接眼レン
ズ系などにも適用することができる。
【００５４】以上述べた実施形態では、本発明の内視鏡
用光学部品を電子内視鏡に適用した場合を例に説明した
が、本発明の内視鏡用光学部品および内視鏡レンズ系
を、光学式内視鏡（ファイバー内視鏡）にも適用できる
ことは、言うまでもない。
【００５５】
【実施例】以下、本発明の具体的実施例について説明す
る。
【００５６】§１．ガラスの性質と光学部品の製造
［１．１］下記表１に示すような性質を有するガラスを
用意した。
【００５７】
【表１】

【００５８】表１で用いた○、↑、↓、×の記号は、下
記のような値を意味している。
・屈折率ｎｄ
○：  １．５４≦屈折率ｎｄ≦１．６４
↑：  屈折率ｎｄ＞１．６４
↓：  屈折率ｎｄ＜１．５４
・アッベ数νｄ
○：  ３５≦アッベ数νｄ≦４５
↑：  アッベ数νｄ＞４５
↓：  アッベ数νｄ＜３５
・屈伏点
○：  ５００℃以下
×：  ５００℃を超える
【００５９】なお、実施例１のガラスのヌープ硬さＨｋ
は、４２０であった。実施例２のガラスのヌープ硬さＨ
ｋは、４４５であった。実施例３のガラスのヌープ硬さ
Ｈｋは、４００であった。実施例４のガラスのヌープ硬
さＨｋは、４１０であった。
【００６０】また、各実施例のガラスに対してＩＳＯ－

８４２４に規定する耐酸性試験を行った。その結果、実
施例１のガラスのクラスは、１．０であった。実施例２
のガラスのクラスは、１．０であった。実施例３のガラ
スのクラスは、１．０であった。実施例４のガラスのク
ラスは、１．０であった。
【００６１】さらに、各実施例のガラスに対してＩＳＯ
－９６８９に規定する耐洗剤試験を行った。その結果、
実施例１のガラスのクラスは、１．０であった。実施例
２のガラスのクラスは、１．０であった。実施例３のガ
ラスのクラスは、２．０であった。実施例４のガラスの
クラスは、２．０であった。
【００６２】［１．２］各実施例および比較例のガラス
に対して、下記表２に示すような条件で、ガラスモール
ド法を行い、ガラスを平凹レンズの形状に成形した。こ
の成形には、ステンレス基材の表面にニッケルメッキが
施された金型を用いた。ただし、比較例のガラスについ
ては、超硬金型を用いた。
【００６３】
【表２】
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【００６４】そして、得られた成形品に対して研磨を行
い、直径２mm、コバ厚１．２mm、最大厚さ１．２mmの平
凹レンズを、完成させた。
【００６５】［１．３］各実施例および比較例のガラス
板を研削、研磨することにより、全体にわたって均一な
厚さを有する厚さ０．５mmのカバーガラスを、作製し
た。
【００６６】§２．光学部品の耐薬品性
［２．１］得られた各実施例および比較例の平凹レンズ
およびカバーガラスに対して、下記の試験を行った。
【００６７】（１）耐過酸化水素系消毒液試験
平凹レンズおよびカバーガラスを、１２wt％過酸化水素
系消毒液に、３週間浸漬した。過酸化水素系消毒液の温
度は、２２±１℃に保った。
【００６８】（２）耐過酢酸系消毒液試験
平凹レンズおよびカバーガラスを、０．８wt％過酢酸系
消毒液に、３週間浸漬した。過酢酸系消毒液の温度は、
５５℃に保った。
【００６９】（３）耐グルタルアルデヒド系消毒液試験
平凹レンズおよびカバーガラスを、０．５wt％グルタル
アルデヒド系消毒液に、３週間浸漬した。グルタルアル
デヒド系消毒液の温度は、６０℃に保った。
【００７０】（４）耐酵素系洗浄剤試験
平凹レンズおよびカバーガラスを、１０wt％酵素系洗浄
剤（ＲＵＨＯＦ社製ＥＮＤＯＺＩＭＥ）に、３週間浸漬
した。酵素系洗浄剤水溶液の温度は、２２±１℃に保っ
た。
【００７１】（５）耐アルコール消毒液試験
平凹レンズおよびカバーガラスを、８５vol％エタノー
ル水溶液に、３週間浸漬した。エタノール水溶液の温度
は、２２±１℃に保った。
【００７２】（６）耐ヨウ素系消毒液試験
平凹レンズおよびカバーガラスを、１０wt％ヨウ素系消
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毒液（ＡＭＳＣＯ社製ＷＥＳＣＯＤＹＮＥ）に、３週間
浸漬した。ヨウ素系消毒液の温度は、２２±１℃に保っ
た。
【００７３】（７）耐エチレンオキサイドガス試験
平凹レンズおよびカバーガラスに対して、次のような条
件でエチレンオキサイドガス滅菌を行った；  酸化エチ
レンガス：二酸化炭素＝２０：８０、加温＝５５℃、加
湿＝５０％、減圧＝７１kPa、加圧＝６９kPa、ガス濃度
＝４５０mg/l、前処理＝１時間、滅菌＝５時間、換気
（５５℃）＝１２時間。
【００７４】［２．２］試験後、各平凹レンズおよびカ
バーガラスについて、下記のような基準に従い、曇り
（白ヤケを含む）の有無、および変色（青ヤケを含む）
の有無を、評価した。また、下記のような基準に従い、
各平凹レンズおよびカバーガラスの光透過率の減少率
を、測定した。
【００７５】（Ａ）曇りの有無
○：  全ての部品において、曇りが全く確認されなかっ
た。
×：  少しでも曇りが確認されたものは、×とした。
【００７６】（Ｂ）変色の有無
○：  全ての部品において、変色が全く確認されなかっ
た。
×：  少しでも変色が確認されたものは、×とした。
【００７７】（Ｃ）光透過率の変化
○：  試験前の部品の光透過率を基準として、試験後の
部品の光透過率が、全て９９％以上であった。
×：  試験前の部品の光透過率を基準として、試験後の
部品の光透過率が９９％未満となったものが、１個でも
あった。
結果を、下記表３～６に示す。
【００７８】
【表３】
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【００７９】 *
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*【表４】

【００８０】 【表５】

【００８１】
【表６】
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【００８２】これらの表からも分かるように、比較例の
光学部品は、いずれかの試験において、満足する結果が
得られなかった。
【００８３】これに対し、実施例の光学部品は、全ての
試験において、優れた結果が得られた。これらの結果か
ら、本実施例の内視鏡用光学部品は、様々な薬品に対し
て、極めて高い耐薬品性を有していることが分かる。
【００８４】その後、各実施例の平凹レンズを、平凹レ
ンズ３２および平凹レンズ４６、４７として、図１、２
に示すような構造の電子内視鏡に取り付けた。そして、
これらの電子内視鏡を用いて、被写体を撮影してみた。
その結果、いずれの実施例の光学部品を備えた電子内視
鏡においても、好適に被写体の画像を表示できた。
【００８５】
【発明の効果】以上述べたように、本発明によれば、様
々な薬品に対して優れた耐薬品性を有する内視鏡用光学
部品を提供できる。この内視鏡用光学部品を用いると、
洗浄、殺菌・消毒等の処理を繰り返し行っても画質等が
劣化しにくい内視鏡を得ることができる。また、本発明

16
の内視鏡用光学部品は、成形しやすい。したがって、本
発明の内視鏡用光学部品は、製造しやすい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の内視鏡用光学部品を適用した電子内視
鏡を示す全体図である。
【図２】図１に示す電子内視鏡の先端部を示す縦断面図
である。
【符号の説明】
１０            電子内視鏡
１              挿入部可撓管
３              撮像手段
３１            撮像素子
３１１          信号線
３２            対物レンズ系
３３            平凹レンズ
３４            平凸レンズ
３５            平凹レンズ
３６            両凸レンズ
３７            光学フィルタ
３８            間隔リング
４              照明手段
４１、４２      投射レンズ系
４４、４５      光ファイバー束
４６、４７      平凹レンズ
５              湾曲管
５１            先端部
６              操作部
６１、６２      操作ノブ
７              接続部可撓管
８              光源差込部
８１            光源用コネクタ
８２            画像信号用コネクタ
８３            信号処理回路
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